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図書室の環境整備が進んできました！ 

～学校図書館司書さんが大活躍～ 
今年度から月に１回程度、図書室に図書館司書の片受さん

が来校いただけることになりました。今年度はこれまでに、

図書室の環境整備などをしていただき、とても利用しやすい

図書室に変貌してきていました。 

そのような中、１月１６日（木）昼休み、図書室で片受さんによる「ブックトーク」が開

かれました。図書室には１～３年生まで、約４０人が集まり、片受さんのお話を聞きまし

た。その中では、「日本十進分類法」に基づく、本の分類の仕方や分類されたそれぞれの

本の説明などが行われました。また、具体的な本の紹介もしていただき、みんな興味深く

聞き入っていました。 

司書さんは、これからも定期的に図書室にきて、環境整備を進めてくれるとともに、本

の魅力などを伝えてくれます。この機会に、より一層、本に親しんでいければと思います 

 

アスリート（元プロ野球選手）による出前授業が行われました 
１月２７日(月)元プロ野球選手の本間満さんを迎え、２年生を対象に出前授業を行って

いただきました。 

これは、スポーツ庁が主催する「アス

リート派遣等による体育授業等の充実・

高度化の促進事業」の一環で、生徒たち

が、アスリートとの直接的な触れ合いの

中で、運動の多様な楽しみ方やできる喜

びを味わうことを通して、望ましい運動

習慣の形成など、体力・運動能力の向上

にむけ授業等の充実を図る目的で実施

されるものです。 

当日は、福岡ソフトバンクホークス時代のユニフォームを身につけた本間さんから、様々

な実技指導をうけ、「できるできないじゃない。まずはやってみましょう。“こんな感じ

かな？”でいいよ。」と何度も声をかけていただきながら楽しく体を動かしました。 

また、放課後は野球部の練習にも参加いただき、体の使い

方をとおしたバッティング指導をおこなっていただきました。 

アスリートとの貴重な時間、生徒の皆さんにとって、今後

につながるものになったと思います。 
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２月１４日（金） 令和７年度新入生 入学説明会（有馬小・金山小） 

   １５日（土）・１６日（日） 紀南の子ども作品展（木本小講堂） 

   ２０日（木） ３年生を送る会 

２１日（金） 令和７年度新入生 体験入学会 

３月 ６日（木） 令和６年度 第６４回卒業式 

１０日（月） １・２年 学年末テスト（～１２日（水）） 

    〃     三重県立高等学校後期選抜 

   １２日（水） 修学旅行説明会（２年保護者） 

   ２５日（火） 修了式 

※部活動終了時刻（２月） １７：００（１７：１５完全下校） 

        （３月） １７：１５（１７：３０完全下校） 

今後の主な行事予定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 現在、「学校だより」は、紙配布とともに、試験的に「まなびポケット」からも

配信しております。今後もしばらく、紙配付と配信を行い、将来的には、配信のみ

に移行していきたいと考えております。 

また、有馬中ホームページには、これまでの学校だよりも掲載しております。そ

ちらもご参照ください。 

～有馬中学校育友会～ 来年度の本部役員選挙に向けて 

  来年度の育友会本部役員選挙の活動がスタートします。今後の予定として、２月 21日（金）

に投票用紙を配付し、２月 28日（金）までに回収したいと考えております。 

子ども達の成長を支援するため、ご協力をぜひお願いします。 

 

 南国と言われる熊野でも凍えるような寒さが続いています。 

 そのような中、体育の授業では毎年恒例の長距離走（ロードワーク）が行われました。 

長距離走は、自分のスピードを維持できるペースを守りながら、一定の距離を走り通し、

タイムを短縮したりすることを目的として行われています。また、長く走り続けることで、

動きを持続する能力を高め、強い体をつくっていくこともねらっています。 

 世の中が便利になる中、苦しいことやつらいことを経験する場面が減ってきています。 

とはいえ、人生、どこで壁にぶつかるかわかりません。その時に乗り越えられるのは、心

と体を支える強い力を持つことだと思います。 

 長距離走に頑張って取り組んでいる生徒たちの姿には、まさに

これから先の人生の壁を乗り越えられる力がついてきていると感

じさせてくれます。 

 とはいえ、無理のし過ぎは禁物です。体を壊してまで頑張る必

要はありません。 

そこも見極められる大人に成長していってほしいと願っています！ 


